


















































































うに感じられる危険性がある。しかし、表 1のそれぞれのローマ字表記と、表 2の IPA
表記を比較すると、その違いは歴然としている。たとえば、「や行」のローマ字表記は
“ya，yu，yo"だが、 IPAでは[ja，jw， jo]であり、 IPAの[j]はローマ字表記では「じ、
じゃ行J を表記するのに使われるなど、多くの混同がある。このような差異に気づか
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表 1 かなの標準的なローマ字表記(山崎・土井 2002:15 を一部改変)
あ ア い イ つ ウ え 二工 お オ
a u e 。
か カ きKlキ く ク けケ
、F
コ きやk キヤ きゅk キユ きょ キョ』
ka ku ke ko ya yu kyo 
さ サ し シ す ス せ セ そ ソ しゃシヤ しゅ シュ しょ ショ
sa shi su se so sha shu sho 
た タ ち チ Jコ ツ て ア と ト ちゃチャ ちゅチュ ちょチョ
ta chi tsu te to cha chu cho 
な ナ ー ぬ ヌ ねネ ロコ ノ にや ーヤ lこゆ ーーニエ lこよ ーーヨ
na m nu ne no nya nyu nyo 
lま ノ、 ひ ヒ ふ フ J、 J、 lま ホ ひやh ヒヤ ひゆh ヒユ ひょ ヒョ
ha hi fu he ho ya yu hyo 
ま てF みミ む ム め メ も モ みや ミヤ みゆ ミ、 ユ みよ ミヨ
ma 町11 mu ロ1e π10 mya myu myo 
やヤ (し、イ) ゆ ニエ (ぇエ) よ ヨ
ya (i) yu (e) yo 
ら フ り リ る ノレ れ レ ろ ロ りや リャ りゅ リュ りょ リョ
ra n ru re ro rya ryu ryo 
わ ワ (し、イ) (うウ) (ぇエ) を ヲ
wa (i) (u) (e) 。
ん ン
n 
カt ガ ぎ ギ ぐ グ 1 ゲ
、J
コ ぎや ギャ ぎゅ ギュ ぎょ ギョ} 
ga gl gu ge go gya gyu gyo 
ざ ザ じ L〆 ず ズ ぜゼ ぞ ゾ じゃ ジャ じゅ.ジュ じよ ジョ
za zu ze zo Ja JU JO 
だ ダ ぢ ヂ づ ヅ で ア ど ド
da zu de do 
ば ノt び ピ ぶ プ fく ノく ぽboボ びゃb ビヤ びゆb ピュ びょ ピヨba bi bu be ya yu byo 
ぱノミ ひ。 ピ ぷ プ .r-..。ノ¥。 ぽpoポ ぴや ピャ ぴゅ ピュ ぴょ ピョpa pl pu pe pya pyu pyo 
表 2 かなの IPA表記
あ[a]ア いイ[i] フ[山]ウ え[e]エ お[0]オ
カ[kaf き[ki]キ )kwJ け[ke:ケl 'コ寸ko] きや[kJτaキIャ きゅfkJ宝w守1ュ きょfkJo者1ョ
さ[sa]サ し[ci]シ 可sw lser そ[so]ソ しゃ{伺]シヤ し守弔問了ユ しょ[co]ショ
た[ta]タ itJi]チ ftswl -C[tet と[to]ト ちヰ[tfalヤ ちもfwlユ ちもforヨ
守口ar 円nir 今'nwf ねIneぷl O)[no( に[やriJa/Jlニa]ヤ I13m/ρ五fに[よnJo/jlー0]ヨ
ひ[ci]ヒ 今中wf
J、 J、
lThJ ひや[ca]ヒャ ひゅ[cw]ヒュ ひょ[co]ヒョha] [he] 
寺ma了 Iム1mi{、 マmmf マmef ~mof みやIfiJaまlヤ みtm吋ユ み 1mioTヨ
や[ja]ヤ (し(、[i]イp bくIDj11]ニエ ( ネぐ[e]エ)) よ[jo]ヨ
ら[ra]フ り[ri]リ るtrwJレ 守れ[re]レ 内ー[ro]ロ りもiarヤ り1riwfユ り もiorヨ
守waf (し(、[i]1) ((う[U1]ウ)) (司1王~[e]ヱ)) を[0]ヲ
ん[N]ン
が F[ga ぎ[gi]ギ )'gwt ligcf 
、J ゴ
寸go] ぎもjaFヤ ぎもiwfユ ぎよ[gJoぎIョ
ざ[za]ザ 日d3if 1 m T  「zeF 号zor じマ伽了ヤ じ自3wtユ じld30Yヨ
守daT 守むt 7mf '1de[ ど[do]ド
lTbaj〈 ぴ[bi]ビ マbwf ^ /'く lま100オIミ びTbiarヤ び事jlufユ ひ事 tbjorヨ[be] 






(1) rう」の IPA表記は“u" ではなく [m]である。正確には [l1]または[1.}]と書か
れうる([，]は「強めの円唇 (morerounded)J、L1は「弱めの円唇(lessrounded)J)。
いずれにしろ「う」の音は、たとえば英語の [u] などとは明らかに円唇性におい





表記を知ることで、これと、歯茎音 [si] あるいは中国語などのそり舌音 [~i] との
違いも認識できる。
(3) rさJ[sa] と「しJ[早i]、「たJ[ta] rちJ[tfi] と「つJ[tsm]のそれぞれの子音は、
五十音表では同じ行なのに IPAではそれぞれ異なることが明示される。
(4)劫音および「イ段」の子音は口蓋化音である。「きやJ[kia] rみやJ[mia]などの中
の補助記号 [i]がそれを示しているのであるが、別途、「にやJ[J1a] rひや J[ca]な
ど、口蓋音のための記号が用いられることも知るべきである。また、「イ段」の子










































































































































shi su se 
[<oi] [s悶] [se] 
/si/ /su/ /se/ 
ち って
chi tsu te 
[tJi] [ts田] [te] 























ha hi fu he ho 
[ha] [ci] [今回] [he] [ho] 





た ち つ て と
[t -] 。 × × 。 。
[tJ-] × 。 × × × 




































































/p， t， k/に対しては、韓国語の場合、無気/有気/濃音の 3対立、中国語の場合、無気
/有気の 2対立が関連する。日本語、韓国語、中国語のそれぞれにおける /p/ とそれ
に関連する音素対立を表にまとめるとおよそ次のようになる。
/p/とそれに関連する音素対立
無声無気 有芦無気 無声有気 濃音
日本語 /p/ /b/ × × 
韓国語 /p/ ([p] (語頭)....._[b] (語中)) /ph/ /p' /10) 




は、この点からきているようである(例;金 (!kiN!) メダル:銀 (!giN/) メダ、ル)。韓
国人が日本語の無声/有声対立を把握する場合、異音として [b]をもっ無気音(平音)
/p/を日本語の有声無気音 /b/ として、日本語に対応要素のない無声有気音(激音)/ph/ 
もしくは濃音 /p'/を日本語の無声無気音 /p/とみなして認識しようとする。この場合、










において、併音 (pin1yinl) と呼ばれるローマ字を用いた表音式表記法で、 /p/に対し
て“b"を、 /ph/に対して“p"を当てていることである。この排音による表記に引きず




純ではない。円唇母音の [u] よりは、非円唇母音の [w]に近いと言われているが、実

















第 3節でも指摘したが、日本語ではサ行の子音の内、「しJは [ci] となり、他の段
























ながした。さらに、第 3節に挙げたように、後続子音によっては [m]， [n]， [1]]のよう
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両唇音 唇歯音 歯音 歯茎音 後歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 口蓋垂音 声門音
破裂音 p， b t， d k， 9 
摩擦音 や S， Z G 
ー
h 
破擦音 ts， dz tJ， d3 





両唇音 唇歯音 歯音 歯茎音 後歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 口蓋垂音 声門音
破裂音 h ~， p， P"， P t， th， t' k， kh， k' 
摩擦音 S， s' h，fi 
破擦音 tc， tch， tc' 
鼻音 ロ1 n q 
流音 f， 1 
半母音 w 
L一一 L _  ____  
a ε wa Wl 
Ja Jε wε 
3 e w':) 
p Je we 
。 Wl 
JO 






両唇音 唇歯音 歯茎音 後歯茎音 そり舌音 硬口蓋音 軟口蓋音 口蓋垂音 声門音
破裂音 p， ph t， th k， kh 
摩擦音 f s 早 F χ 
破擦音 ts， tsh tc， tch t~ ， t~h 
鼻音 ロ1 n 司
流音 E 
半母音 w 
a u y 
。 Ja wa ye 
3 Jao wo yan 
3 / Je 
wal yn 
:)J JOU wel 
al pn wan 
a / el m wen 
ao Jal] wal] 







両唇音 唇歯音 歯音 歯茎音 後歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 口蓋垂音 声門音
破裂音 p， b t， d k， 9 
摩擦音 f， v 8，δ s， z J， 3 h 
破擦音 tJ， d3 
鼻音 m n 。
流音 J， 1 
半母音 w 
1， 1: al I:)J 
e au ε:)J 
露 el U:)J 
9 OU 
ヨ / u， U: :1 
:> α:J 
a 
J 0，0: :):J a A :>:J 
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5. ブラジノレポルトガル語
両唇音 唇歯音 歯音 歯茎音 後歯茎音 硬口惹音 軟口蓋音 口蓑垂音 声門音
破裂音 p， b t， d k， 9 
摩擦音 f， v S， Z X 
破擦音 tJ， d3 
鼻音 日1 n F 
流音 f， 1， t 五
|竺母音
a a1 au I au 
e1 eu e 邑1
u e1 eu a a1 
e 01 1U 。 01 
E ;)1 U1 
ヨ / 。 ul 
3 
a 
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